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扶助費
子ども・高齢者・

障害者の福祉推進など
650億1,097万円
36.8％

人件費
職員の給与や

議員の報酬など
274億66万円
15.5％

物件費
消耗品費、光熱水費、
施設の管理委託料など

243億7,265万円  13.8％

繰出金
特別会計などへ
支出された経費

105億4,366万円
6.0％

補助費等
民間や他の公共団体
などに対する助成金・

負担金など
194億8,465万円
11.0％

投資的経費
公共施設や道路の

整備費など
101億2,278万円

5.7％

公債費
市の借入金の返済金
94億5,970万円
5.4％

その他
維持補修費、積立金、貸付金など

100億5,869万円
5.6％

市　税
市民税や固定資産税

などの税金
705億2,229万円
38.7％

国・府支出金
国や府からの
補助金など

638億8,015万円
35.0％

国・府支出金
国や府からの
補助金など

638億8,015万円
35.0％

地方譲与税・交付金および地方交付税
国税や府税などの一部から譲与・交付されたもの

233億8,001万円  12.8％

市　債
国や金融機関などから

借り入れた資金
119億6,688万円

6.6％

使用料・手数料、分担金・負担金
公共施設の利用料金、

証明書の発行手数料ほか
33億7,776万円
1.9％

その他
預金利子や寄付金、

基金からの繰入金ほか
91億7,311万円
5.0％

豊中の財政状況
令和3年度（2021）の一般会計は、実質収支が 55億3,783万円と、
前年度に比べ黒字幅が拡大しました。一般会計

※各項目は1万円未満を四捨五入しているため、差し引きや合計が合わないことがあります

令和3年度決算

問財政課 6858-2122
詳細はこちら
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歳　入

1,823億21万円
歳　出

1,764億5,375万円
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特別会計　特別会計は、全ての会計で黒字もしくは収支均衡となりました。

企業会計　�企業会計は、水道事業会計をはじめ３会計とも黒字となり、いずれの会計とも資金不足は 
生じていません。
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区分 決算額 実質収支歳入 歳出
国民健康保険事業 409億2,041万円 397億3,910万円 11億8,131万円
後期高齢者医療事業 69億2,394万円 66億7,723万円 2億4,672万円
介護保険事業 383億3,297万円 374億4,616万円 8億8,681万円

母子父子寡婦福祉資金貸付金 9,391万円 1,147万円 8,244万円
公共用地先行取得事業 1億8,561万円 1億8,561万円 ―

財産区 5,466万円 5,466万円 ―
合　　計 865億1,150万円 841億1,423万円 23億9,727万円

区分 収益 費用 純損益 令和2年度までの
累積利益 資金剰余額

病院事業 216億6,086万円 205億7,802万円 10億8,284万円 △10億9,377万円 83億8,754万円
水道事業 75億4,153万円 70億5,951万円 4億8,202万円 35億8,985万円 42億6,210万円

公共下水道事業 134億36万円 129億7,995万円 4億2,041万円 44億458万円 52億9,881万円
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309億3,055万円
（前年度比 81億8,481万円増）

　市の貯金のことを基金といい、財源不足を補う
ためや特定の目的に活用するために積み立てて
います。令和3年度は、補正予算の財源として、一
部取り崩しを行ったものの、着実に積み立てを行
いました。

基金残高

△はマイナスを表す

895億1,675万円
（前年度比 28億889万円増）

　市の借金のことを市債といい、令和3年度は、
臨時財政対策債や建設事業債を発行し、新規発
行額が元金の償還額を上回ったため、残高が増
加しました。

市債残高（一般会計）

決
算
に
基
づ
く

財
政
状
況
の
指
標

　
令
和
３
年
度
の
本
市
の
健
全
化

判
断
比
率
を
算
定
し
た
結
果
、
い

ず
れ
の
指
標
に
お
い
て
も
早
期
健

全
化
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

※
早
期
健
全
化
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
は
、

健
全
化
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。


